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第 7 章は結論で，以上の各章の結果を要約するとともに，本研究の成果を実際上 i乙活用する方法につ
いて述べている。
論文の審査結果の要旨
都市業務地区等における街路を利用した荷物の積み降ろしは，交通の流れを阻害し，交通混雑を引き
起こす主な原因となっている。したがって，このような行為に対して，適切な対策，規制を実施し，都
市活動の円滑を期することは交通計画上緊急かっ重要な課題で、あって，本研究はこのような問題に対す
る対策の方法を示したもので，その成果はつぎの通りである。
(1) 問屋街及び小売店を対象とした力一ローデイングの実態を調査し，その発生量，所要時間等その特
性を明らかにして，問題解決への基礎的事項を明確にしている。
(2) 都心業務ピルについて. (1)と同様な調査を実施し，前記の地域と同様な力一ローディング問題の存
在とその特性を明らかにしている。
(3) 上記の調査結果から，必要な力一ローデイングスペースの算出方法を示し，施設別規模別に必要と
されるスペースの基準を提案している。
(4) 以上の研究結果を踏まえて，力一ローディング問題を含めた今後の大都市の総合的物流合理化に対
する著者の考えを述べている。その結果は今後の都市交通計画上有益な示唆を与えるものである。
以上のように本論文は，都市交通対策上重要な問題である力一ローテfイングについて，その対策と計
画基準を明らかにするとともに，今後における物流の合理化について提言していて，その成果は都市計
画，交通工学上極めて有用で，学術上，実用上寄与すると乙ろが大きい。よって本論文は博士論文とし
て価値あるものと認める。
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